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2026年5月29日 
各位 

株式会社 山形銀行 
 
 

<やまぎん>ものづくり技術力向上支援プログラムの 
金融庁「地域活性化取組事典（仮称）」掲載に関するお知らせ 

  
  株式会社 山形銀行(頭取 佐藤 英司)が2017年より取り組んでおります、<やまぎん>ものづくり技術力向上 
支援プログラム（やまぎんMSP）が、金融庁の「地域活性化取組事典（仮称）」に掲載されることになりましたので、
お知らせいたします。 
  当行は、本活動を通じて県内産業の成長発展に向け、外部機関と連携し、県内企業の課題解決や研究開発を
引き続き支援してまいります。 
  

記 
  
 
<やまぎん>ものづくり技術力向上支援プログラムについて 
 山形県の主要産業である製造業の技術力向上支援を行い、中長期的な産業競争力の向上につなげるため、 
2017年より実施しております。補助金申請支援やビジネスマッチングなど、ものづくり企業への各種支援を行っている
ものです。詳細は別紙をご覧ください。 
 
「地域活性化取組事典（仮称）」の概要 
 地域金融機関による地域企業の価値創造と地域活性化に向けた優れた取組を金融庁が取りまとめ、2026年夏
を目途に公表される予定のものです。本事典を活用して、各地域での優れた取組を全国の地域金融機関が相互に 
学び合い、応用し、実践することが期待されています。 
 

本件に関するお問い合わせ先 

経営企画部 経営企画Ｇ 
TEL 023－623－1221（代表） 
【受付時間】 〈平日〉 9：00〜17：00 



＜やまぎん＞ものづくり技術力向上支援プログラム 

目的 
 山形県の主要産業である製造業の技術力向上支援を行い、 
中長期的な産業競争力を強化することで経済を活性化させる。 
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共通する事業課題・トランジション 

縮小 
リスク 

対応できなければ… 
 

 サプライチェーン除外 
失注・売上減少 

 

   山形県製造業 

技術力・生産性の向上 

技術・研究開発強化 

新事業への展開 

下請け脱却 

技術力の維持・向上 

採用難・人材不足 

設備老朽化への対応 

過剰なCO₂排出 

工場見学・技術評価 

～本取組による支援サイクル～ 

技術相談 

ビジネスマッチング 

補助金等コンサルティング 

脱炭素・カーボンニュートラル支援 

DX支援 

山形県製造業 
成長ステップ 産

業
成
長
・
経
済
活
性
化 

内容 

 山形県工業技術センター出身で異なる 
専門分野を有する5名を技術支援アドバイ
ザーとして招聘。県内大学等との協力関係
を構築し、強固な支援体制を整備。 
 独自の取り組みとしては、財務内容と技術
力の両面から企業の事業性を評価のうえで
マトリックス化。技術力向上に向けて、プライ
オリティをふまえた効果的な提案を行っている。 

効果 

 技術力向上ならびにブランディング支援等を通じて、企業が相応の技術力・競争力を備
え、将来にわたって持続可能なビジネスモデル構築 

 国内外のサプライチェーン変化や、脱炭素やDXをはじめとするトランジションへ対応しなが
ら、時流をふまえたサステナブルな企業経営の実現 

 山形県の産業競争力強化を通じた地域経済全体の活性化 

別紙 


